
和
牛
日
本
一！

鹿
児
島

黒
牛
の

魅
力

北
6
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
雄
大
な
自
然
の
も
と
で
、

お
い
し
さ
や
安
心・安
全
に
こ
だ
わ
っ
て
、一
頭
一
頭
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
る
鹿
児
島
黒
牛
。昨
年
、本
県

で
開
催
さ
れ
た
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
は
、

前
回
大
会
に
引
き
続
き
和
牛
日
本
一
を

獲
得
し
、鹿
児
島
黒
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
を

確
固
た
る
も
の
に
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
が
誇
る
鹿
児
島

黒
牛
の
魅
力
に
迫
り

ま
す
。

南

「
和
牛
日
本
一
」

に
輝
く

大
盛
り
上
が
り
の

第
12
回
大
会

令
和
４
年
10
月
、全
国
の
和
牛

の
王
座
を
決
定
す
る「
第
12
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
」が
鹿
児
島

県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
は
、県
内
各
地
か
ら

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
24
頭
を
出

品
し
、全
９
部
門
の
う
ち
６
部
門

で
１
位
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、

「
種
牛
の
部
」で
は
第
4
区（
繁
殖

雌
牛
群
）が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を

受
賞
し
、「
和
牛
日
本
一
」の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、「
肉
牛

の
部
」で
も
最
優
秀
枝
肉
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

今
回
の
成
績
は
、前
回
大
会
か

ら
５
年
間
、和
牛
日
本
一
を
獲
得

す
る
た
め
、生
産
者
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ

て「
チ
ー
ム
鹿
児
島
」と
し
て
対
策

に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。

今
大
会
で
は
、過
去
最
多
と
な

る
41
道
府
県
か
ら
4
3
8
頭
の

和
牛
が
出
品
さ
れ
、各
道
府
県
が

「
和
牛
日
本
一
」を
か
け
た
熱
き

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。閉
会

式
に
は
、岸
田
総
理
も
御
臨
席
さ

れ
、内
閣
総
理
大
臣
賞
を
自
ら
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、種
牛
の
部
会
場
の
催
事

エ
リ
ア
に
は
、全
国
の
ブ
ラ
ン
ド

牛
の
試
食
や
鹿
児
島
黒
牛
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、和
牛
に
つ
い
て
楽
し
く

学
べ
る
体
験
型
展
示
、県
内
各
地

の
特
産
品
販
売
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

５年に一度開催される和牛の祭典
で、全国の優秀な和牛を一堂に集
めて改良の成果を競います。第12
回大会では、牛の姿・形を審査す
る「種牛の部」、肉質等を審査する
「肉牛の部」、牛の姿・形と大会に
向けた取り組みを総合評価する
「高校及び農業大学校の部」に分
かれて審査が行われました。

全国和牛能力共進会とは…

巻頭特
集
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